
No. 5

123456789012345678901234567890121234567890123456789012345678901212345678901234567890123456789012123456789012345678901234567890121234567890123456789012345678901
123456789012345678901234567890121234567890123456789012345678901212345678901234567890123456789012123456789012345678901234567890121234567890123456789012345678901
123456789012345678901234567890121234567890123456789012345678901212345678901234567890123456789012123456789012345678901234567890121234567890123456789012345678901
123456789012345678901234567890121234567890123456789012345678901212345678901234567890123456789012123456789012345678901234567890121234567890123456789012345678901

司祭のてがみ 〒824-0006行橋市門樋町８-５
TEL.�0930（22）0805�／FAX.�0930（22）0816
E-mail：makotochan@aries.bekkoame.ne.jp
http://homepage.mac.com/makotochan1

2002.10.20

123456789012345678901234567890121234567890123456789012345678901212345678901234567890123456789012123456789012345678901234567890121234567890123456789012345678901
123456789012345678901234567890121234567890123456789012345678901212345678901234567890123456789012123456789012345678901234567890121234567890123456789012345678901
123456789012345678901234567890121234567890123456789012345678901212345678901234567890123456789012123456789012345678901234567890121234567890123456789012345678901

行橋カトリック教会・豊津巡回教会　主任司祭：ミカエル山元眞

「司祭のてがみ」No.５-1

しんと みな ねん いちど もくそうかい

　信徒の皆さんが年に一度、黙想会をす
しさい

るように、司祭も年に一度、司祭として
せいかつ みなお

の生活を見直すために、黙想会をしま
ことし よる

す。今年は１０月１４日（月）の夜から
むなかた ふくおかもくそう いえ

１８日（金）まで、宗像の福岡黙想の家
おこな ふくおかきょうく さ

で行われました。福岡教区（福岡、佐
が くまもとけん はたら にほんじん

賀、熊本県）で働く日本人の司祭が３３
あつ せっきょう

人集まりました。一日二回行われる説教
もと もくそう ことし よこはまきょうく

を基に黙想をしますが、今年は横浜教区
ちょう うめむらまさひろしきょうさま さい しどう

長の梅村昌弘司教様（５０歳）の指導で
きょうこうさま いま だ

した。司教様は、教皇様が今まで出され
こうぶんしょ もと しさい せいかつ

た公文書を基に、司祭としての生活につ
はな

いて話されました。

まじまじまじまじまじ きょうかいきょうかいきょうかいきょうかいきょうかい

　★《　★《　★《　★《　★《交わりの人・交わりの教会交わりの人・交わりの教会交わりの人・交わりの教会交わりの人・交わりの教会交わりの人・交わりの教会》》》》》
せっきょう きょうちょう

　梅村司教様が説教の中で強調されたこ

とは、教会は《交わり》であるというこ
ご

とでした。「交わり」とはラテン語でコ
ことば いっ

ムニオといいますが、この言葉は「一
ち い

致」とか「ひとつであること」などを意

司祭の黙想会
み かみ まじ

味しています。神と人との交わり、人と
しんと しさい しゅうどうしゃ

人との交わり、信徒と司祭、修道者との
しゃかい

交わり、社会の人たちとの交わりです。
きょうかい もと

また、教会どうしの交わりも求められま
ほうし

す。司祭は、その交わりの教会で奉仕す

るために、「交わりの人」となるように
よ きょうこうさま い

呼ばれている、と教皇様は言われます。
こうまん おこ

『司祭は高慢であってはならず、怒りっ
き

ぽくならないように、かえって、気さく
てあつ こころ

で、手厚くもてなし、ことばと心におい
せいじつ しんちょう はんだんりょく ほうし たい

て誠実、慎重で判断力があり、奉仕に対
かんだい じゆう じこぎせい

して寛大で自由、自己犠牲のできる人、
そっちょく きょうだいてき かんけい きず

すべてにおいて率直で兄弟的な関係を築
りかい なぐさ

くことができ、理解し、ゆるし、慰める
もと

ことのできる人となるよう求められてい

ます。…司祭が「交わりの人」であるこ
こんにち ちからづよ

とは、今日、もっとも力強いしるしの一
ふくいん つた

つであり、また福音のメッセージを伝え
こうかてき しゅだん

る、より効果的な手段の一つです。』
しさい ようせい かん きょうこうさま ぶんしょ

（司祭の養成に関する教皇様の文書よ

り）
じぶん きょうこうさま い

　はたして、自分は、教皇様が言われる

ような「交わりの人」であるかどうか
とお りそう

…。このような「人」は遠い理想のよう
き

な気がします。しかし、司祭は「交わり
どりょく

の人」となるように努力しなければなり
りそう とお じぶん

ません。まだまだ理想とは遠い自分です
りそう めざ はげ

が、この理想を目指して励んでまいりた
おも にんたい

いと思いますので、よろしく（忍耐
ねが

を？）お願いします。

福岡黙想の家
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「司祭のてがみ」No.５-2

せかいせんきょう

世界宣教の日

たしゃたしゃたしゃたしゃたしゃ きょうかいきょうかいきょうかいきょうかいきょうかい

　★《　★《　★《　★《　★《他者のための教会他者のための教会他者のための教会他者のための教会他者のための教会》》》》》

　このような「交わりとしての教会」は
じぶん ほんらい

自分たちのためにあるのではなく、本来
たしゃ しんと

は、他者のためにあるものです。信徒の
みな しさい

皆さんは、司祭とともに、この交わりの
い かみ すく

教会に生き、すべての人びとが神の救い
ふくいん の つた きょうかい しめい さんか

の福音を述べ伝える教会の使命に参加す
たが ほうし

ることができるように、互いに奉仕し、
きょうりょく あ しんと みな

協力し合います。そのために、信徒の皆
とくべつ めぐ

さんは特別な恵み、たまものをいただい
みな

ています。皆さんが、神さまからいただ
なん

いている「たまもの」は何でしょう？　
きょうかい つか

それを教会のために使ってください。

　１０月２０日の世界宣教の日に教皇様
ぜんせかい しんじゃ む

は全世界の信者に向けてメッセージを
はっぴょう ようやく つた

発表されました。その要約をお伝えしま
す。

せんきょう つ し

　《宣教は、ゆるしを告げ知らせること》
しめい ふくいんせんきょう ほんしつてき

　教会の使命である福音宣教は、本質的
わたし しゅ

に、私たちの主イエス・キリストのご
しょうがい し ふっかつ とお けいじ

生涯、および、死と復活を通して啓示さ
あい

れた神の愛と、あわれみと、ゆるしを、
つ し

人びとに告げ知らせることです。神はす
すんで私たちをゆるしてくださり、ま

う ぶじょく

た、私たちも人から受けた侮辱をゆるす
もと

ようにと求めておられます。このように
ふか

して、神は私たちを愛し、あわれみ深い
あい みな のぞ

愛のうちに、皆が一つになることを望ん
うれ たよ おおやけ

でおられる、という嬉しい便りを公に
せんげん

宣言することです。
せんきょう ぎむ おお きんきゅうかだい

　《宣教の義務はより大きな緊急課題》
し ぞく

　キリストを知らない人、また教会に属
かず ふ つづ

していない人の数は増え続けています。

じっさい かず だいに こうかいぎ お

実際その数は、第二バチカン公会議が終
やく ねんまえ にばい ちか

わったころ（約3 5 年前）の二倍近くに
おんちち あい じんるい

なっています。御父に愛されている人類
だいぶぶん かんが

のこの大部分のことを考えるとき、そし
おんちち じぶん

て、とくに御父がかれらのためにご自分
つか おも

の子を遣わされたことを思うとき、教会
せんきょう しめい きんきゅう かだい

の宣教する使命が緊急の課題であること
あき

は明らかです。…
おきて

　　　　《キリストの掟》
さいご ばんさん さい あがな ぬし

　最後の晩餐に際して、贖い主キリスト
しと

は使徒たちに言われました。「あなたが
たに新しい掟を与える。互いに愛し合い
なさい。わたしがあなたがたを愛したよ
うに、あなたがたも互いに愛し合いなさ
い。互いに愛し合うならば、それによっ
てあなたがたがわたしの弟子であること
を、皆が知るようになる」（ヨハネ1 3 ･
34-35）。

せんきょう おも ほうほう せいじつ たいわ

　《宣教の主な方法は、誠実な対話》
たいわ じたい もくてき

　対話それ自体が目的ではありません。
しんこう げんり こうてい もっと

むしろ、信仰の原理を肯定し、信仰の最
ふか しんり あい つ

も深い真理を愛のうちに告げながら、
けいい りかい たしゃ

敬意と理解をもって他者に話させる対
よろこ きぼう そんざい いみ

話、喜びと希望、存在の意味を分かち合
ちゅういぶか

う、そういう対話であること。注意深
そんけい み どりょく

い、尊敬に満ちた対話への努力は一つの
じょうけん

条件であり、これがなければ、人を救う
神の愛の、真のあかしはありません。

こじん

　世界宣教の日は、私たちの個人として
しょうめい きょうどうたい しょうめい かち

の召命と、共同体としての召命の価値を
はっけん

よりよく発見していくための助けとなり
どうよう はたら

ます。同様に、世界各地で働いている
せんきょうしゃ

宣教者たちを通して「より小さい兄弟た
たす さ の

ち」（マタイ2 5章）に助けの手を差し伸
うなが

べるよう私たちを促します。


